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第１学年 算 数 科 学 習 指 導 案 

指導者 磯辺第三小学校 夛田 恭章 

１ 単元名 ひきざん（２） 

  

２ 単元について 

 （１）学習内容 

   児童はこれまでに、１０までの数の合成・分解、２０までの数とその構成、繰り下がりのないひ

き算、簡単な３口の数の計算について学習してきた。「ひき算（１）」では、計算の仕方だけでなく、

ひき算の場面として、求残、求部分、求差があることを学んできている。「たし算（２）」では、繰

り上がりのあるたし算について、１０の補数に着目し、一方の数を分解して「１０といくつ」の形

にし、和を求めることを学習してきた。 

また、本単元では「減加法」に解法を統一して、数図ブロック、○図、さくらんぼ図、言葉、式

と理解を深め、計算技能を高めてきている。本時では、それらの方法を用いながら、比較的「減々

法」で行いやすい「１３－４」についての計算の仕方を考えていく。１０のまとまりから、一度に

引ける「減加法」の理解を深めるともに、減数を２つに分けてばらから引く「減々法」でも解決で

きるということに気づかせていきたい。また、複数の方法で解決することで、数感覚を高めたり、

今後の算数の学習でもいくつかの解決の方法を考える態度の素地を養ったりしていきたい。ただ、

複数の方法で解決することに抵抗が大きい児童もいる。数図ブロックを用いて減加法で正しく計算

できることを基本とし、負担が少なくなるように留意していきたい。 

（２）児童の実態 

算数が「だいすき」と答えた児童が学級の大半を占めている。一方「すき」「きらい」と答えて

いる児童は、「できない」「にがて」ということが原因になっている。声かけを行い、数図ブロック

を使いながら計算の練習を繰り返し行わせ、苦手意識を「がんばればできるという」自信に変えて

いきたい。 

また、授業中に自分の意見を「あまりいえていない」児童が学級の３分の１を占め、「いえてい

る」児童も含め、恥ずかしさや間違える不安を抱えていることがわかった。間違えても大丈夫とい

う学級の雰囲気を作っていき、多くの児童が自分の考えを言えるようにしていきたい。 

本単元の課題解決に必要な、「９以下の数の分解」「１０以下の数の合成・分解」「１位数の計算」

「十何－（１位数）のひき算」の技能については、大半の児童が身に付けられている。 

 

３ 単元の目標 

 ○繰り下がりのあるひき算に興味をもち、１０のまとまりを意識して考えるよさや、一つの数を分解

して考えるよさに気づき、進んで計算しようとする。           （関心・意欲・態度） 

 ○既習内容を活用して繰り下がりのあるひき算の計算の仕方を考えることができる。 

（数学的な考え方） 

 ○（十何）－（１位数）で繰り下がりのあるひき算ができる。また、適用問題を解くことができる。 

（技能） 

 ○繰り下がりのあるひき算の仕方について理解する。               （知識・理解） 
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４ 本時の指導 

 （１）検証の視点 

   仮説１（基礎・基本を身につける算数的活動の工夫） 

 

   ○図や言葉などを用いて思考する活動 

    自力解決 

     １３－４の計算の仕方を、数図ブロック、○図、さくらんぼ図、言葉、式を用いて考えてい

く。児童は、たしざん（２）や、ひきざん（２）の単元でも、図や言葉などを用いて学習して

きているため、自分が使いやすい方法を中心に解決が図られていくだろう。また、「数図ブロ

ック」「言葉」などの方法ごとのカードを黒板につけ、解決の方法の見通しを持たせるととも

に、複数の方法で考える意欲を高めていく。 

     本時では、減々法の解決方法である「分けてばらから引く」方法を行い、減加法との違いを

理解し、使えるようにしていきたい。そのため、一人一人が図や言葉などを用いて「分けてば

らから引く」方法を行い、本時で初めて行う児童でも、操作や思考を通して減々法を理解でき

るようにしていく。 

     また、それまで減加法で用いてきた数図ブロックや図、言葉、式を減々法に活用しようとす

ることで、図や言葉などのそれぞれの方法の習熟が図れるだろう。 

     ただし、今まで減加法で計算をしてきており、さくらんぼ図や言葉を通して「１０から９ひ

いて１、１と３で４」と計算方法を形式化してきているため、本時の自力解決でも、ほとんど

の児童が減加法で行うことが予想される。その場合は、児童の考えの発表を一通りした後、「前

にこんなことを考えている人がいたよね？」と減々法を紹介し、数図ブロックでの操作を確認

した後、もう一度自力解決の時間を取り、減々法を図や言葉を用いて考える流れにしていきた

い。こうすることで、減加法のよさを確認しつつ、減々法の考えや、減加法との違いを理解す

ることができると考える。 

    比較検討 

     減加法の図や言葉については、前時までに学習をしているため、本時では、児童が発表し、

「１０のまとまりから引いている」というキーワードを確認するだけにする。 

本時でしっかりと扱いたい減々法については、数図ブロックと○図の共通点を考えさせ、両

方とも「分けてばらから引いている」ことを考えさせた後、さくらんぼ図、式、言葉と順に考

えていき、どの方法も「分けてばらから引いている」ことを理解できるようにしていきたい。 

     黒板には、児童の考えがかいてある画用紙を横２段に並べ、上の段には減加法、下の段には

減々法がくるように配置し、それぞれの方法の特徴をキーワードでまとめていく。さらに、数

図ブロック、○図、さくらんぼ図、言葉、式の考えがそれぞれ縦に並ぶようにする。「１０の

まとまりからまとめて引く」「分けてばらから引く」という考えの違いが、図や言葉のどの部

分の違いに出ているかを考えさせていき、減加法と減々法の違いや、図や言葉などの理解も深

めていきたい。また、「減々法の言葉」の方法が出ない場合などは、全体で考え、すべての方

法が並ぶようにし、理解を深めていけるようにしたい。 

学習のねらいや児童の実態に応じた算数的活動を工夫すれば、子どもは進んで学び、基礎・基

本を身につけるだろう。 
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 （２）本時の目標 

   ○（十何）－（１位数）で繰り下がりのあるひき算について、減々法で計算することができる。 

 （３）本時の評価規準 

○（十何）－（１位数）で繰り下がりのあるひき算について、数図ブロック、図、言葉、式のい

ずれかを用いて、減々法の計算の方法を考えることができる。      （数学的な考え方） 

 （４）展開（５／１２） 

過程 学習内容と内容 指導と支援（○）、評価（◆） 資料・教具 

問
題
把
握 

 
 
 

 
 
 
 

 
  

 
 
 
 

自
力
解
決 

１ 素材を提示する。 

 

・「たべると」は減ることだから、ひ

き算だね。 

・しきは１３－４だね。 

 

２ 学習問題をつかむ。 

 

 

３ 計算のしかたを考える。 

①数図ブロック・減加法 

 

②○図・減加法 

③さくらんぼ図・減加法 

④言葉・減加法 

⑤式・減加法 

⑥数図ブロック・減々法 

 

 

 

 

 

⑦○図・減々法 

⑧さくらんぼ図・減加法 

⑨言葉・減々法 

⑩式・減々法 

○教師の板書とともにノートに記述させる。

その間、書く速さによる時間差を埋めると

ともに、問題を把握させやすくするために、

問題場面を確認しながら進める。 

 

 

 

 

 

 

 

○まずは数図ブロックで操作させてから、○

図、さくらんぼ図、言葉、式などの方法で

解決するようにさせる。 

○前時までの解決方法を教室に掲示してお

き、参考にしながら解決できるようにして

いく。 

○１つ目の考えをノートにかけたら、２つ目

の考えをノートにかくように助言する。 

○上手に説明をかけている児童に画用紙に考

えをかかせ、発表資料を作らせる。 

○完成した発表資料は、黒板に○図、式など

の方法ごとに縦に並べて掲示する。 

○単元の今までの流れから、減加法で行う児

童がほとんどであると予想される。その場

合は、自力解決の時間を早く切り上げ、比

較検討場面で減々法の方法について考えさ

せていく。 

◆数図ブロック、図、言葉、式のいずれかを

用いて、減々法の計算の方法を考えること

ができる。（考）（ノート、発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数図ブロッ

ク、数図ブロ

ック盤 

既習の解決

方法をまと

めた掲示物 

 

 

画用紙 

ペン 

 

          

 

たまごが１３こあります。４こ

たべるとなんこになるでしょう。 

１３－４のけいさんのしかたをかんがえよう。 
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５ 成果と課題 

○数図ブロック、○図、さくらんぼ図、言葉、式の言葉を黒板に掲示したので、児童は見通しをもって

取り組めていた。 

○１０のまとまりを強調していたので、児童がしっかりと理解できていた。 

○板書が見やすく、減加法と減々法の考えを比較しやすかった。 

●減々法の考えが児童から出るような導入の工夫が必要だった。例えば、たまごパックを使ってばらか

ら引かなければならない状況を作り出せばよかった。 

●「今日は引く数が少ないね」など、前時との違いを明確にすれば、学習に必要感が生まれた。 

●さくらんぼ図は、減加法と減々法では、操作の仕方が変わってくるので難しかった。言葉や式の考え

を先に確認し、理解できてからさくらんぼ図を扱えば良かった。 

●板書の情報量が多く、１年生にとってわかりづらかった。減々法を中心に、板書を整理していけると

良かった。 

比
較
検
討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

適
用 

 
 
 
 

ま
と
め 

 
 
 
 
 
 

振
り
返
り 

４ 考えを発表し、似ているところ

や、違うところを見つける。 

・同じ数図ブロックの方法でも、引

いている場所が違うね。 

・○図でも、「ばらから引く」の方法

ができるね。 

・さくらんぼ図、言葉、式でも、「ば

らから引く」ができるね。 

・今までと違う方法でも繰り下がり

のあるひき算ができるね。 

 

５ 適用問題を解く。 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

・１０から引く方法でできたね。 

・ばらから引く方法でもできたね。 

 

 

 

７ ふりかえりを行う。 

・わけてばらからひいてけいさんが

できました。 

・まとめて１０のまとまりからひい

たほうがけいさんしやすいです。 

○減加法については前時までに行っているの

で、本時では深く扱わない。 

○方法ごとの比較は、数図ブロック、○図の

順で、違うところを見つけさせ、「どのよう

に４を引いているか」という視点で考えさ

せる。 

○さくらんぼ図、言葉、式の比較は、減加法、

減々法の、どちらになるかについて考えさ

せ、分けていく。 

 

 

○適用問題では、念頭操作で行わせる。難し

い児童には、さくらんぼ図や数図ブロック

など適切な方法で行わせる。 

 

○繰り下がりのあるひき算をどのように計算

したかを考えさせる。 

 

 

 

 

○今日の授業について振り返らせ、わかった

こと、思ったことについてノートに記述さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２－３    １４－５ 

まとめて １０のまとまりから ひく。 

わけて ばらから ひいてもできる。 


